
名称： 川口市協働推進条例（通称             条例）

施行： 平成２４年４月１日施行 （第１１条 １３条  附則   書及 当該規則   Ｈ25.4.1施行）

概要： 多様 協働 担 手 知恵 力    出 合  効果的 協働     仕組      定  条例

川口市協働推進条例について１

川口市自治基本条例 定   自治 実現     
①協働 基本理念
②協働を推進するための原則
③市民等及 市 役割
  他 協働 推進     必要 事項 定        市民 市民   幸  暮   地
域社会を築くことを目的とする。

(１) 互いの違いを認め合い、多様で開かれたつながりを創造すること。
(２)      強  生   人 地域及 社会 成長   次世代     いくこと。

市民等及 市  協働 行     互  自主性 尊重  理解 合      協働の社会性を高めるよう
努めるものとする。
市民等及 市  情報 互  共有財産      認識       協働 行 場合      分   
すい形で双方向から発信し、その活用に努めるものとする。
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川口市協働推進条例について２

 市民等 役割】（第５条）
【市の役割】（第６条）
【協働の人づくり】（第７条）
【協働の提案】（第８条）
【地域における協働の仕組みづくり】（第９条）
【協働を推進する体制の整備】（第１０条）
【協働推進委員会の設置】等（第１１条 １３条）
【国等との連携】（第１４条）
【その他】（第１５、１６条）

【主な特徴】

 通称                条例
理念条例   （横浜市市民協働条例  協働事業 選定 協働契約 支援申請   手続  定    ）
 対象 市民    地縁       管理組合 想定している
 市民等同士    行 活動  協働 基盤     
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川口市協働推進委員会について

【諮問事項１】
 川口市    協働 総合的 推進    (諮問) （平成２５年７月２３日）
（略）  協働推進条例 名実   協働 要   運用       検証及 市民活動 更  発展 活
発化 目指   協働 総合的 推進     貴委員会 意見 求めます。

 川口市    協働 総合的 推進    (答申) （平成２７年３月２７日）
当委員会  （略）今回 次    意見
１ 市民同士   市民 市 協働        環境    行
２ 協働推進条例    市民 認知 図      一層 啓発 行
３ 協働を推進する市の体制の整備を推進すること。
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【継続審議】
川口市立    市民           設置及 管理条例及 管理規則 一部改正について審議
⇒ 盛人大学        市民           分室  条例上 位置         

【諮問事項２】
 盛人大学学旨 改正    （諮問） （平成２８年１０月１８日）
諮問事項 盛人大学学旨    見直  新  学旨 定        

 盛人大学学旨 改正    (答申)（平成２９年 ６月２８日）
盛人大学学旨について、「人、しごと、地域社会がともに輝く  盛人   社会貢献       当委員会の
意見   答申   

（理由等）（略）盛人大学学旨 定    当初 経緯 尊重    盛人大学 目的 一    盛人（５
０歳以上） 社会貢献 学旨  明確 伝        川口市協働推進条例 制定 第５次総
合計画 将来都市像   踏           望     考   （後略）



背景や課題と効果について

【背景・課題】

 社会環境 変化   地域課題 住民    複雑化 多様化
（少子高齢化、単身・核家族化、情報化、グローバル・フラット化、ライフスタイル多様化、地域コ
ミュニティ希薄化など）

 地域課題 住民    複雑化 多様化 対応  行政   
 得意分野 専門分野   ＮＰＯ団体   市民活動

 市内ＮＰＯ法人１５４団体（H28年度末）
     市民ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾃｰｼｮﾝ登録２８３団体（29.11）

・地域コミュニティの重要性
 協働 共助社会  理解

【協働の効果】
・地域や専門分野など、細かいニーズに対応
 得意分野      利用  適切  迅速 対応
行政    軽減  繋   財政基盤 形成 寄与  
行政 市民 目的目標 共有  相互補完      効率的で効果的なまちづくり

 本市 主 協働事例】
・地域包括ケアシステム
・自主防災組織
・学校応援団
・プレイリーダーハウス など・・ 4



川口市における協働関連施策について１

            基金】

      活動 支援及 広 社会 貢献  人材 育成  経費 財源 充     目的     基金
基金  市 積立金  市民   寄附    積立 運用

○基金 推移 積立 取崩 年度末残
24年度 624,843 円 4,182,499 円 90,723,656 円
25年度 724,085 円 5,418,775 円 86,028,966 円
26年度 286,625 円 5,418,158 円 80,897,433 円
27年度 127,622 円 4,066,967 円 76,958,088 円
28年度 483,419 円 3,572,546 円 73,868,961 円

青少年      育成事業】

次代 担 青少年         関心 活動 高     目的に実施する次の事業

１ こどもフリーさろん
２ 夏休みこどもボランティアさろん
３ 青少年
４           制度
５ 通年      事業
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川口市における協働関連施策について２

 助成金事業 

○市民活動助成事業
市民 自主的 社会貢献活動 支援      地域 社会 課題 新  取 組 事業 対  助成金 交付

○協働推進事業助成金
行政課題 解決     市 協働 行 地縁 団体及 市民団体 対    取 組  要  費用 助成  
    速   行政課題 解決 協働 担 手    図る

見本市・広場】

      団体 活動紹介   多  市民 方         関心 高       よう実施。
併   団体間 交流 深  共助 社会作  協働 基盤    推進  

見本市：１０月第３日曜日  川口西公園（      ）  実施
      広場 ：年５回程度     市民             実施

※１０月第３日曜日  川口市民       日 （ 日本一               ）

【フォーラム等】

まちはみんなでつくるものフォーラムとして、まちづくりや社会貢献活動に顕著な実績を残す方や、大学の教授等をお
招   講演会 実施     平成２９年度 防災講習会   実施（協働 必要               
多文化共生 男女共同参画 考 方 防災 絡  伝    ）
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川口市における協働関連施策について３

【川口市協働推進員】

１．地域の課題を解決しようとするＮＰＯや自治会等の活動内容や強み、課題などを把握する。
２．税理士 建築士           地域 課題解決 活    人 仕事 培  得意分野 人生経験を
活かして社会貢献したい人を発掘するとともに、「専門家」として登録する。

３．本事業 関        地域住民 ＮＰＯ等   相談 受   
４．ＮＰＯ 自治会等  必要 応   専門家   活動資金
５．マッチングした事業の進捗を把握し、必要に応じて支援をする。
６．マッチングした事業の成果を把握し、情報を発信する。
７．その他地域の実情に合わせた共助の仕組みを拡大・強化する取組を実施する。

⇒        専門家 団体 限   地域 人 行政等  様々       行  場合     社会貢献
活動事業         行

⇒ 協働       協働 基盤（共助）    行    目的     

【盛人大学】

主 ５０歳以上 方々 交流 地域参加 機会 提供     目的  平成１８年度 開校
多くの盛人世代の方々が盛人大学で学び、その学んだことを活かして、それぞれの地域で川口の元気づくりのため社
会貢献活動 行     （協働 基盤   ）
全９   ２７４名 ※平成２９年度受講者数 H29.6.13現在
（Ａ社会教養、Ｂカウンセリング入門、Ｃ国際、Ｄ健康いきがいづくり、Ｅ地域デザイン入門、Fボランティア入門、G
郷土川口再発見 H社会起業・ビジネス、I農業体験）
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